











 リンパ腫瘍のがん関連遺伝子として同定された Jmjd5 の正常細胞での機能を解析するために、











































 Jmjd5の exon4を欠失させた Jmjd5 nullマウ
スは、著しい成長阻害を伴い、胎生 11 日目
前後に胚性致死となる。このマウスを胎生















Jmjd5 null マウスから、Mouse embryonic 
fibroblast (MEF)を樹立することを試みたが、
樹立することができなかった。しかし、Jmjd5
遺伝子座に Neo カセットを持つ Jmjd5 
Neo/Neo マウスは、胚性致死となるものの、
それ由来の MEF を樹立することができた。
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